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令
和
７
年
７
月
28
日
（
月
）
、
中
谷
防
衛
大
臣
が
防
府

北
基
地
に
来
基
さ
れ
ま
し
た
。

中
谷
防
衛
大
臣
は
、
慰
霊
碑
に
献
花
後
、
第
２
宇
宙
作

戦
隊
及
び
第
２
宇
宙
シ
ス
テ
ム
管
理
隊
を
視
察
さ
れ
、
基

地
の
概
況
説
明
を
受
け
ら
れ
た
後
、
飛
行
教
育
群
及
び
航

空
学
生
教
育
群
の
教
育
状
況
、
委
託
整
備
の
状
況
を
実
地

に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
山
陽
小
野
田
市
に
所
在第

12
飛
行
教
育
団
は
、
令
和
７
年
６
月
24
日
（
火
）
～
６

月
25
日
（
水
）
に
か
け
て
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
呉
第
２
工
場
社

員
８
名
の
隊
内
生
活
体
験
入
隊
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
隊
内
生
活
体
験
入
隊
は
、
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
呉
第
２

工
場
の
新
入
社
員
教
育
の
一
環
で
防
府
北
基
地
で
の
隊
内
生

活
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
礼
式
、
規
律
、
組
織
内
の
協
調

性
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
研
修
生
は
着
隊
後
、
基
地
概
要
説
明
を
受
け
そ

の
後
、
顕
彰
館
、
管
制
塔
、
消
防
小
隊
、
気
象
隊
及
び
航
空

機
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
は
体
育
館
に
て
基
本
教
練
を

体
験
し
、
「
挙
手
の
敬
礼
」
や
「
行
進
間
」
の
演
練
を
し
ま

し
た
。
課
業
終
了
時
に
は
司
令
部
庁
舎
前
で
国
旗
降
下
の
様

子
を
見
学
し
ま
し
た
。
２
日
目
は
、
早
朝
か
ら
航
空
学
生
の

日
朝
点
呼
、
司
令
部
庁
舎
前
に
て
国
旗
掲
揚
の
様
子
を
見
学

し
、
国
旗
に
対
し
敬
礼
も
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
消
防
小

隊
、
燃
料
小
隊
の
見
学
、
所
感
文
作
成
を
行
い
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
の

体
験
入
隊
は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

紙
面
を
借
り
て
御
支
援
い
た
だ
い
た
各
関
係
部
隊
等
に
対

し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

渉
外
室

す
る
宇
宙
作
戦
群
レ
ー
ダ
ー
地
区
に

移
動
さ
れ
施
設
等
を
視
察
後
、
記
者

会
見
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

視
察
を
終
え
ら
れ
た
中
谷
防
衛
大

臣
は
空
路
で
山
口
を
後
に
さ
れ
ま
し

た
。
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令和７年秋号
第516号

第
12
飛
行
教
育
団
は
令
和
７
年
８
月
27

日
（
水
）
、
航
空
教
育
集
団
司
令
官

小

笠
原
空
将
の
初
度
視
察
を
受
察
し
ま
し
た
。

司
令
官
は
慰
霊
碑
へ
の
献
花
を
行
わ
れ
、

幹
部
挨
拶
、
状
況
報
告
を
受
け
た
後
、
飛

行
教
育
群
及
び
航
空
学
生
教
育
群
の
学
生

教
育
状
況
等
を
実
地
に
視
察
さ
れ
12
教
団

の
任
務
が
整
斉
と
遂
行
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
基

地
体
育
館
に
お
い
て
全
隊
員
に
対
し
て
訓

辞
を
さ
れ
、

「
『
１
＋
１
≧
３
に
』
『
正

し
い
努
力
を
根
性
で
継
続
』

の
指
導
方
針
の
も
と
、
各
部
隊
及
び
隊
員

個
々
人
の
相
互
協
力
、
連
携
に
よ
る
相
乗

効
果
を
発
揮
し
、
正
し
い
努
力
の
仕
方
を

見
極
め
、
目
的
、
目
標
を
達
成
し
、
多
く

の
困
難
を
乗
り
越
え
職
務
を
全
う
し
て

ほ
し
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
防
府
北
基
地
司
令
等
の
見
送

り
を
受
け
基
地
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

渉
外
室
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令和７年７月２９日から３１日までの３日間、第

８１期航空学生は防府市富海海岸において遠泳訓練

を実施しました。

遠泳に先立ち６月中旬から基地プールで水泳訓練

を開始しました。最初に海で３時間泳ぐと聞いた時

は最後まで泳ぎきれるか不安でしたが、日々の訓練

だけでなく課外や休養日も練習に励み、日に日に自

身がつきました。プールでの遠泳訓練が始まり、立

ち泳ぎや長時間泳ぐ訓練を段階的に行いました。泳

ぎながら列を整えるのは慣れるまで大変でしたが、

練習を重ね、所要の泳力を身につけることができま

した。

初日は１時間泳と危険生物を発見した際の避難訓

練を実施し、２日目は１時間半泳、最終日は３時間

泳を行いました。３日間を通して、波の高い場所も

ありましたが、天候や海面は比較的良好であり、泳

ぎやすい環境でした。クラゲ等の危険生物に注意し

ながら、隊列を意識して泳ぎ続けることで、最後ま

で集中力を切らすことなく、遠泳を継続できました。

日差しや波に体力を削られながらも、途中脱落者を

出すことなく同期全員で完泳できました。

この訓練を通じて、精神力の重要性と、同期と連

携し励まし合うことが困難を乗り越える大きな力と

なることを学びました。個人の力量だけでは到底達

成できない課目であり、全員が心を一つにして初め

て完遂できるものであると認識しました。

今回の成果と課題を今後の生活及び訓練に活かし、

より強靭な体力と確固たる精神力を養成し、戦闘操

縦者として求められる資質の向上に努めていく所存

です。

第８１期航空学生 平川２士

第１２飛行教育団は、令和７年８月５日（火）に青

少年防衛講座を開催しました。

この講座は青少年を対象に、自衛隊の組織及び任務

についての興味及び理解を深めてもらうことを目的と

して行われました。

当日は、自衛隊山口地方協力本部の広報官に引率さ

れた山口県内の小中高生３名が集まりました。

参加者は、基地の概要説明と防衛に関する講話を聞

き、その後は、消防小隊、会計隊、業務隊厚生班を見

学、体験喫食、午後からは隊員との懇談の後、気象隊、

Ｔー７初等練習機、管制隊を見学しました。

本講座の参加者全員が将来自衛官になることを希望

しています。全時程を終えた受講生たちは、充実感あ

ふれる笑顔とともに基地を後にしました。

渉外室
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みなさんこんにちは。

今年に入ってほぼ毎月定年退官行事が行われ大先輩

たちが旅立っていかれる中、新たな出会いや懐かしい

再会も生起しています。

今日は、整備隊長正木１尉の懐かしい再会のお話を

紹介します。整備隊長は平成２年３月末に、第１５期

一般空曹候補学生として防府南基地に入隊。第８中隊

第３３班の配置となり正木曹候生として“市木３３班

長”のもと厳しい教育訓練を時に涙を流しながらも乗

り越え、無事に卒業しました。

入隊から１０年後、正木３曹は第９０期一般幹部候

補生として入校しました。そこで市木３３班長と“同

期”として再会を果たしました。

更にそれから月日は立ち２５年後、正木１尉は整備

隊長として防府の地に戻ってきました。実は私も整備

隊長と同じく、第１５期一般空曹候補学生として第８

中隊第１３班に所属していました。入隊同期であり職

場も同じということで懐かしさを覚え、ある時当時の

アルバムを開くと、見たことのある顔と名前を見つけ

たのです。そうです！なんと、“市木３３班長”がア

ルバムにのっていたのです！これには、私もビックリ

しました。

市木３３班長は、任官してから隊務管理として１２

教団整備補給群総人班長、１２教団総務班長等を歴任

され私も一緒に勤務していたこともありました。現在

は再任用として防府南基地で勤務されているとのこと。

これは二人を引き合わせるチャンスだ！と思い整備隊

長と共に防府南基地を訪れました。お二人は、まさか

防府の地で再会できると思っておらず、３人でアルバ

ムを見ながら懐かしい話に花を咲かせました。

自衛隊勤務も３５年が経ちますが、どこかで誰かと

繋がっていることを実感した出来事でした。

みなさんも全国各地に勤務しているかつての同期や

班長等に連絡してみてはいかがでしょうか。

永遠の鬼班長 「その場に腕立て伏せ！」

忠実な班員 「１、２！」

整備補給群准曹士先任 佐多准尉

幼稚園くらいの頃は警察官だと思っていた父が日

本の空を守る航空自衛官だと知ったのはもう少し大

きくなってからのことでした。

父は仕事の話はあまりしませんが、家に帰ってく

ると美味しい料理（唐揚げ、天ぷら、カレーなど）

を作ってくれます。父曰く、航空自衛隊では唐揚げ

が有名らしく「空上げ」と書くそうで、「空上げ」

を作る時は時間をかけてより一層気持ちを込めて

作ってくれます。

単身赴任でたまにしか会えませんが、このように

父が作ってくれる料理を食べることが私の何よりの

楽しみです。

日頃は遠くにいて

寂しいですが、

体に気をつけて

元気に頑張って

ほしいです。

給養小隊長 采井１尉

ご長女 志保里さん(中３)



ほ う ふ 北④令和７年秋号

皆さん初めまして。

１２教団司令部総務部総務班に所属している向山

禎一と申します。

隊員紹介ということで、限られた紙面の中ではあ

りますが、皆さんに知っていただけるよう非常に悩

みながら書いています。

簡単に自己紹介をしますと、出身は鳥取県です。

質問でどこにありますかの返しがもう愛嬌のレベル

です。１４期自衛官候補生として入隊してから８年

目に入り、月日が経つ速さに恐怖しながら日々過ご

しています。

さて、私が初めての異動で１２教団に配置されて

から、４年目を迎えました。最初のころは日命の起

案や文書審査といった慣れない業務に、右往左往し

ながら業務をこなしていました。中々うまくできな

いところもあり、迷惑をかけたところもありました

が、周りの方々に助けてもらいながら業務を行えて

いることに感謝しております。

今後は自分が後輩や周りの人々を助けながら部隊

の発展に寄与していきたいと考えています。

司令部総務部 向山３曹

私は実家がものすごく厳しかったため、「お母さん、

犬飼いたい！」といえば「ダメに決まってるで

しょ！」、猫を拾って帰れば「戻してきなさい！」。

こんな感じで育ったため、「大人になったら絶対に犬

や猫と一緒に暮らすんだ！！」と意気込んでいました。

しかしながら、営内生活が長かったため、なかなか

機会に恵まれず、営外デビューしたのも兵器管制時代

で忙しくてそんなことも忘れ、府中勤務時代は「ペッ

ト可」のいい感じの賃貸なんて見つからず・・・やっ

との思いで転勤してきた防府でついに子供の頃の夢を

叶えることができました。

現在、犬３匹（ミニチュアピンシャー×チワワのMIX

を２匹＆チワワ１匹）と、猫２匹（保護猫）と毎日に

ぎやかに暮らしています。また、サンシャイン池崎で

おなじみの「預かりボランティア」にまで手を出し、

執筆当時は、子猫１匹もお預かりしています。さらに、

飼養するだけでは満足せず、動物に関する資格（愛玩

動物飼養管理士、動物介護の資格等々）を取得してし

まいました。

小学生の私に会う事が出来たら「大人になったら好

き勝手出来るんだから、しばらくはお母さん達の言う

ことを黙って聞いとけ！！」と教えてあげたいです。

２戦隊 運用支援小隊長 下田１尉


